
 1 

第 25 回北九州市 PCB 処理監視委員会議事要旨 
 
1 開催日時  平成 23 年 2 月 1 日（火）14：00～15：50 
 
2 開催場所  日本環境安全事業（株）北九州事業所 
 
3 会議次第 
（1）第 2期処理施設溶剤蒸留室での洗浄液の漏洩について 
（2）第 2期処理施設プラズマ溶融分解設備 2号機設置工事の進捗状況について 
（3）北九州 PCB 廃棄物処理施設の操業状況について 
（4）その他 
 
4 出席者 
（1）委 員 

浅岡 佐知夫 委員長        荒川 チエコ 委員 
大庭 卓朗  委員         河井 一明  委員 
清田 高徳  委員         是永 逸生  委員 
嶋津 元彦  委員         津田 潔   委員 
成田 裕美子 委員         古野 和彦  委員 
吉永 耕二  委員 
 

（2）日本環境安全事業株式会社 
事業部長                 須藤 欣一 
事業部次長                野口 義一 
北九州事業所長              牧田 泉 
北九州事業所副所長            高橋 誠治 
北九州事業所総務課長           田野 洋 
北九州事業所安全対策課長         入江 敦史 
北九州事業所運転管理課長         岳田 正徳 
北九州事業所営業課長           高橋 隆 

 
（3）関係行政機関 

環境省産業廃棄物課課長補佐        松﨑 裕司 
北九州西労働基準監督署安全衛生課長    安藤 和久 
北九州西労働基準監督署産業安全専門官   石橋 淳一 
若松海上保安部警備救難課海上環境係長   大野 耕司 
福岡県環境部廃棄物対策課長        古賀 直人 

 
北九州市 
環境局長                佐藤 惠和 
環境局環境監視部長           山下 俊郎 
環境局環境保全課長           溝口 浩 
環境局監視指導課長            青栁 祐治 
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産業経済局水産課長           大庭 俊一 
若松区まちづくり推進課係長       飯田 次郎 

 
（4）事務局（北九州市） 

環境監視部産業廃棄物対策室長       眼目 佳秀 
 
5 議事概要 
   【Ｑ＝質問、Ａ＝回答、Ｄ＝要望、Ｏ＝意見・感想】 
 
   会議に先だって、委員は、監視委員会の要綱に基づき、施設の立入りを行

った。 
 
○委員長 
それでは、委員の皆さんに、第 2 期施設の溶剤蒸留室における洗浄液漏洩
を受けた対策を確認するため、先ほど実施した現場への立入りについて、感
想をお願いしたい。 
 
○委員 
Ｑ： 今日は遠心分離機の液漏れ再発防止の設備を見せていただき、対策

と演練を見た。説明はパネルとレシーバーでよく理解でき、安心感が
高まったところである。 
私はちょっと気がつかなかったのだが、グローブボックスには局所
排気装置がついているのかどうか。それと、作業手順の各ステップに
ついて現場に掲示するのかどうか。二つほど伺う。 

 
○委員長 
今の点について、説明をいただきたい。 

 
○JESCO 
Ａ： まず、グローブボックスの局所排気については、これはもともと局
所排気というか、きちんとした排気装置がついており、活性炭で処理
して安全に排出できるようになっている。 

   それから、作業手順の現場での掲示については、そんなに複雑な作
業でもないため、現在のところ現場に作業手順を掲示するという予定
はない。 
 

○委員 
Ｑ： 遠心分離機から固形物を回収する作業を見せていただいたが、作業
者が一人と後ろに何人かいた。あの作業そのものがどれぐらいの頻度
で行われ、通常の作業の時に何人で行っているのか。その時に、あの
ようにグローブの中に手を入れて一つ一つ丁寧な作業ができているの
かどうか。通常、我々が作業をする時だったら、あのような作業は 3
分もかからずに終えてしまうような作業だと思う。そういう作業を今
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日あえて見せていただいたし、その作業に対する現場管理の立場から、
今日見せていただいたものが通常の作業なのかどうかを教えていただ
きたいなと思う。 

 
○JESCO 
Ａ： まず、作業頻度については、まだ実績がそんなにないので、今後実
績を積み重ねながらとなるが、1か月に 1回ぐらいの頻度だと思う。 

   また、作業者の数については、現場のグローブボックスを操作する
人と操作盤を操作する人の 2人ということになる。 

   それから、作業の内容については、そんなに複雑な作業ではなく、
管理者の立場からというご質問があったが、特には問題になるような
作業レベルではないと考えている。ただし、PCB を扱っている作業で
あるため、とにかく作業は慎重に行うということで進めていきたいと
思っている。 

 
○委員 
Ｑ： 今日見せていただいたのは液漏れの現場ということだが、原因が洗
浄液の中に固形物が入っていたということで、これはおそらく改善さ
れていると思う。遠心分離機の基本的なメカニズムというか、どうや
って分けているかということにもよると思うが、そういう固形物を取
り除くということは考えられるのか。 

 
○JESCO 
Ａ： 現場で申し上げたが、詰まったものは実は流れてしまって、ものが
残っていなくて分からないのだが、原料がトランス等から来る関係で、
おそらく繊維状の細かいものが詰まったのではないかと。 

 
○委員 
Ｑ： 遠心分離機で分けているということだが、要するにフィルターを通
しているのか。 

 
○JESCO 
Ａ： 遠心分離なので、基本的には比重というか。 

 
○委員 
Ｑ： 重力で落としているわけですね。そうすると、上の方だけを取って
いるということですね。 

 
○JESCO 
Ａ： はい。その繊維状のものは全く取れないわけではなく、金属状のも
のと絡み合っているものも多くあるので、すべて残るというものでは
ない。どうしても取れなかったものがたまったと考えている。 
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○委員 
Ｏ： 感想とお願いである。今日で 2 度目の立入りだが、前回見せていた
だいた時にオイルパンの高さは 5cm だったが、今回は 10cm になってい
るということで、その 5cm の差でだいぶ高くなっているなとは思った
が、はたしてこれで安全かどうかということをちょっと思った。 

   それと、何と言っても過去に 2 度漏洩が発生しているので、今後も
安全第一、安全第一で操業していただきたいなというのがお願いであ
る。 

 
○委員長 
今の件に関しては、議題 1 で具体的な説明をいただきたいと思う。いずれ
にしても安全ということが、委員の方々の意見ということを確認いただきた
いと思う。 
 
○委員 
Ｏ： 立入りをさせていただいたが、新しい設備となってだいぶ良くなっ

ているのだろうと思う。いろいろ試行錯誤してきたらしいが、その結
果、だんだんいい設備ができているのではないかと思っている。先ほ
ど委員が述べたようにオイルパンも高くなっていたし、だんだん改良
はされているように見受けられた。 

   グローブボックスの作業をちょっと見せていただいたのだが、あの
作業をする時に前にしゃがみ込んで非常に低い姿勢でやると、作業員
もだいぶくたびれるのではないかと思う。そういうところがどうなる
か分からないが、変えることができるのなら変えて、そうすると楽に
できるのではなかろうかと思う。 

   トラブルの件については、北九州事業所は全国と対比しても昨年 2
件しかなく、非常に少ないのだが、これは 2 件でも 1件でも同じこと
なので、これからなお注意を払って事故のないように仕事をしていた
だきたいと思っている。 

   前回の監視委員会の 10 日ぐらい後に、毎日新聞に、PCB 処理の方法
で分離技術を実用化するというような記事が出ていた。大阪大学と化
学薬品製造のネオスというところが共同研究をしており、来年度から
の実用化ということのようだが、JESCO としては、この情報をどのよ
うに考えておられるか。今のままだったら 100 年かかるものが 10 分の
1の期間で処理できると書いてあったが、その点についても分かれば、
後でお聞かせいただけたらと思う。 

 
○委員長 
今の件は、PCB の分離技術が現在の施設で適正に選定されているかどうか
という趣旨ではないかと思う。後で回答をお願いしたいと思う。 
 
○委員 
Ｏ： 私も先ほどの委員と一緒で、あの作業状態での頻度がどのぐらいに
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なるのか、毎回毎回だとかなり端折るような話になってくるのではな
いかと心配したが、1 か月に 1 回ぐらいであればきちんと行われると
思う。ただ、グローブボックスに手を突っ込んでビニール袋の口を縛
るところでかなり苦労されていたようなので、あの辺に何か知恵がな
いのかなとは思った。 

   それと以前のトラブルの時も、結局、些細なごみが引っかかったの
が原因で漏水したという事象があったので、ほかの弁のところに、も
しそのような弁があるのであれば、今一度検証していただきたいと思
う。 

 
○委員 
Ｑ： 今日は前回と同じ場所を見せていただいた。ほかの場所やほかの作
業形態、それから例えば作業者の定着率など管理の面でも問題は全く
なくスムーズにいっているのか。これだけ大きな組織として動いてい
るものに対して、そういう面も非常に興味があるのだが、ぜひそうい
う面で何か教えていただけるものがあれば、ぜひ説明をお願いしたい
と思う。 

 
○JESCO 
Ａ： 他の場所も立入りしたいということであるが、ご希望をお伺いして
簡単に入っていただけるところならご案内したいと考えている。レベ
ル 3 など完全防護をしなければいけないところはちょっとご遠慮いた
だきたいのだが、そういうかたちで配慮したいと思うので、また次回
にでも考えたいと思う。 

   また、作業員の定着率については、私は昨年、豊田事業所からこち
らの方へ参ったが、豊田事業所と比べるとこちらの方が作業員の定着
率が非常によい。それは、運転会社には新日鉄の系列からすべて来て
いただいているということがあり、非常に長いこと皆さんに定着して
いただいて作業をしていただいている。 
 

○委員長 
Ｏ： 今の点だが、結局、安全のスキルが熟練であるということですよね。
ただ、慣れすぎるとまた事故が起こる可能性があるので、その辺は徹
底していただきたいなと思う。 

   それと施設の立入りの話だが、今までの経緯をずっと見てくると、
問題を起こした施設を立入りしているということで、新たな施設の立
入りは問題が起こった時に行うのかなと思うので、なるべく立入りは
ない方がいいかなと思う。そういうことで、通常安全に動いている施
設を我々がわざわざ立入らなくてもいいのではないかなと思う。 

 
○委員 
Ｑ： 今日の話には直接関係はないと思うが、一般の方でも施設の見学は
できるのか。 
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○JESCO 
Ａ： 前もって予約を入れていただくと、見学者ルートを案内させていた

だいている。予約なしでも、1 階の情報公開ルームは常に見ていただ
ける。 

 
○委員 
Ｑ： 1 回で見学できる人数に制限はないのか。 

 
○JESCO 
Ａ： 見学者ルートがあふれかえるということがあれば、制限を行うと思
う。あと、バスで来られるという時もあるのだが、バス 2 台ぐらいで
来られる場合は、順番を決めて、一方は第 1 期施設から、もう一方は
第 2 期施設からなど、そういうかたちで行っている。相当な方が来て
いただいても、対応できるのではないかなと思う。 

   一般の方には、一般見学用の情報公開ルームや見学者ルートを用意
しており、そちらの方を見ていただいている。今日の立入りの時も、
いろいろ防具を着けていただいたが、処理施設の中は安全上の問題が
あるため、通常はお断りしている。 

 
○委員 
Ｑ： 先ほどの委員の方々と重複するかもしれないが、今日見せていただ
いたところでは、やっぱり作業員の方の非常につらい姿勢というのが
気になった。あのペール缶の重さはどれくらいになるのか。 

 
○JESCO 
Ａ： ものが入った状態で 4kg 程度ということである。これまでに 1ヶ月
に 1回、または 2ヶ月に 1回ぐらいしかたまっていないが、今までの
記録を見ると、最大入ったのが5kgであり、ほとんどが1～2kgである。 

 
○委員 
Ｑ： 容器の重さも入れてか。 

 
○JESCO 
Ａ： ペール缶自体は 2kg なので、足すとこれまで最大で 7kg ぐらいであ
る。 

 
○委員 
Ｑ： 曝露に対する環境はよくなっているのだろうが、作業環境は逆に非
常に悪くなっているのではないか。 

 
○JESCO 
Ａ： グローブボックス化して作業を始めたところだが、作業姿勢の問題
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点が出ているため、作業姿勢をもう少し考えようということで、現在
検討しているところである。 

 
○委員 
Ｑ： 回収後の固形物は、プラズマ溶融分解設備の方で処理を行うことに
なるのか。 

 
○JESCO 
Ａ： はい。プラズマ溶融分解設備での処理になると思う。 

 
○委員 
Ｏ： そうすると、先ほど委員が述べたように、ビニール袋の口を手で縛
るのではなくて、もう少し簡単に何かで挟んで止めるなどいろいろと
検討していただくとよろしいかと思う。 

 
○JESCO 
Ａ： 作業については、安全な作業ができるように今後も継続して検討し
ていきたいと思っている。 

 
○委員 
Ｏ： 夏はすごく暑かったように記憶しているが、そういったところで注
意が散漫となり、倒してしまうなど、そういう事故につながらないよ
うに、ぜひよろしくお願いする。 

 
○委員 
Ｑ： 洗浄液の溶剤には、何を使っているのか。 

 
○JESCO 
Ａ： 石油系である。 

 
○委員 
Ｑ： 石油系といってもいろいろあり、ガソリンも石油系だが、車で使う
燃料よりも沸点は高いのか。 

 
○JESCO 
Ａ： ガソリンよりも少し高めだと思う。 

 
○委員 
Ｏ： 少し高いのか。灯油よりちょっと低いぐらいか。 
 

○委員長 
Ｑ： 沸点は何度になるのか。 
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○JESCO 
Ａ： 230 度である。 

 
○委員 
Ｏ： もちろん安全性も大事だが、私は常に化学物質を扱っているため、

そういう高沸点の溶剤であれば、何かもっと簡単に作業できると思う。
ものすごく複雑になっており、それによって事故が起こりやすいよう
な気がした。 

 
○JESCO 
Ａ： これはやはり洗浄効果を過去に随分検討し、その結果、今の溶剤が
選ばれたと思っているので、全体で考えると今の溶剤が一番いいので
はないかなと思う。 

 
○委員 
Ｏ： 例えば、車で使う燃料のガソリンぐらいだと、常温ではかなり気化
速度が速いのだが、沸点が 230 度の溶剤であれば常温ではほとんど気
化しないですよね。おそらくかなりの低濃度でしか蒸発しない、速度
が非常に遅いと思う。作業がかなり複雑になっている上に、何か事故
が起こりそうな感じがした。 

 
○委員 
Ｏ： 以前のトラブルの時も同じことを述べたと思うが、こういうトラブ
ルが起きると、その装置に関してはしっかりと原因を究明して対策を
取られるのだが、同じような原因でトラブルが起こりうるような箇所
がほかにもないのかどうか、こういう機会にそういうところの見直し
をしっかりやっていただきたいと思う。 

 
○委員長 
Ｑ： 先ほどの立入りで、グローブ弁をボール弁に替えたということだっ
たが、そういう可能性のあるところは、ほかの弁も全部チェックした
のか。 

 
○JESCO 
Ａ： 今回のように、室内に出る可能性のある配管のうち、間接的につな
がっている弁はここだけということで、全体をチェックしている。 

 
○委員 
Ｏ： 今日ずっと現場を見せていただいたのだが、ほかの委員の方々が述
べたように、私も作業をしている方の状態というのは本当に大変だな
と思った。 

   月に 1 回程度ペール缶へ回収するということだが、缶には入れた日
を書いてないのか。ふたにはなかった。我々が見て、これはいつ入れ
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たのかなみたいなことに一般的にはなるのではないかなと思う。毎日
の処理をした量が今日の時点で何グラム入っているというようなデー
タが現場に掲げてなかったみたいなので、誰かが持っているのかなと
思ったのが一つ目である。 

   あと、これは JESCO 全体に関わると思うが、このような設備はほか
の事業所にもあろうかと思う。今回の場合は、たまたま洗浄液が漏れ
て高さ 50mm のオイルパンに入った。それを 100mm に変えたということ
だが、実際に現場をずっと歩いてみて、水平になっているのかなとい
うことを率直に思った。置かれているところが 1mm でも 2mm でも、左
右の高さが少しでも変われば、そちらの方に液がたまっていくので、
たとえ 100mm に変えたとしても、80mm ぐらいでもこぼれることはある
と思う。その点もっと厳密に、二度とこんなことが起こらないような
装置の設置について、水平に置かれているということをもう一度確認
をして、ぜひ次回の監視委員会の時に報告いただければと思う。 

 
○委員長 
Ｏ： では最後に感想をまとめて述べたいと思う。 
   今日見せていただいた設備は後付けの設備ですよね。新しい技術的
試みというのは、やはりトラブルが起こりやすい。それを乗り越えて、
今回の場合には作業面も含めて安全性の高い設備にされたと思う。た
だし、それと引き替えに作業性が落ちているというのも否めない。作
業性と安全性のどちらを優先するかといったら、当然、安全性が優先
されるべき話だが、そういう意味では非常に満足のいく設備や技術に
対する対応がなされているという感じを受けている。 

   それから、今回改修した設備以外のところも少し見たが、何の問題
もないと思う。むしろ新設したところには、水平性や作業性などの問
題がまだ少しあるのだが、十分な安全性が保たれていると思う。非常
に満足のいく立入りをさせていただいたと思っている。 

 
○委員長 
それでは、本日の議題に入る。議題 1として「第 2期処理施設溶剤蒸留室
での洗浄液の漏洩」について報告をお願いする。 
 
・〔資料 1、参考資料(1)〕を日本環境安全事業が説明。 
➢ 平成 22 年 6 月に、第 2期処理施設 3階の溶剤蒸留室において、洗浄液が漏
洩した件で、原因と対策が報告された。 

➢ このトラブルによる PCB 等の施設外部への漏洩及び作業者への影響はなか
った。 

➢ 参考として、平成 22 年に他事業の監視委員会等で報告されたトラブル事象
が報告された。 

 
○委員長 
Ｑ： 先ほどの立入りに関する委員からの質問について、50mm から 100mm
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にオイルパンを引き上げた数字の根拠、2 倍になったという意味では
なく、要するになぜ引き上げたかという数値的根拠、100mm でも大丈
夫かどうかという議論だったと思う。また、それが傾いていた場合、
どの程度こぼれる可能性があるかも含めて、お答えいただきたい。 
 

○JESCO 
Ａ： 遠心分離機の中にたまる液の量が約 40 リットルということになって
おり、これが漏れたとしてもということで考えている。50mm の場合で
も 79 リットルの容積があるということであるが、さらに安全を見て倍
にした。したがって、最終的には 100mm で 164 リットルの容量がある
ので、遠心分離機内の液が仮に漏れたとしても、十分に受けられると
いうことで設定している。 

 
○委員長 
Ｑ： 今の説明を少しかいつまんで説明し直すと、遠心分離機内のドラム
の容量が 40 リットル、それで 4cm ぐらいの深さ相当だということです
ね。遠心分離機に連続供給しているので 2杯分までは大丈夫だと。 
遠心分離機にはどれぐらいの速度で液を供給しているのか。 

 
○JESCO 
Ａ： 通常は毎分 10 リットルぐらいだったと思う。 

 
○委員長 
Ｑ： 漏洩検知器の応答速度はどれぐらいか。 

 
○JESCO 
Ａ： 遠心分離機が満液になると、新しく設置した液レベルセンサーが働
き、液供給弁を遮断する。 

 
○委員長 
Ｑ： 遠心分離機に異常が生じた時点で遮断されるわけですね。 

 
○JESCO 
Ａ： はい。そういうことで、容量には余裕があるということになる。 

 
○委員長 
Ｏ  はい、分かりました。容量に倍の余裕があるということですね。 

 
○委員 
Ｑ： 昨年 2 月 19 日に漏洩トラブルがあっており、その時の漏洩量は約
150 リットルと書いてあるが、満杯になったら自動的に液を抜くか何
かがあるのか。 
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○JESCO 
Ａ： まず、昨年 2月の場所と今回の 6月の場所は全く違う場所で、昨年
2 月に起きた大型トランスの解体エリアのオイルパンは、もっと大き
な容量がある。そこが 150 リットルだから、ここも 150 リットルとい
うことではない。 

 
○委員 
Ｏ： そうですか。今日立入りさせていただいた時、手作業での作業順序
を見せていただいた。その時、オイルパンの高さが 10cm になったのは
本当に高いなと感じたのだが、あれが作業をする時のぎりぎりの高さ
かな、それ以上の高さにはできないのかなと思ったので、今の質問を
した。 

 
○委員長 
Ｏ： 今ちょっと専門的な議論をさせていただいたが、オイルパンの容量
を 2 倍以上にして、安全性を確保しているということで十分ではない
かと思う。 

 
○委員 
Ｑ： ほかの事業所のトラブルを教えていただいたが、その中でちょっと
気になったのが、北海道事業所の小型トランスの転倒というトラブル
について、こういうことが起きる可能性が北九州事業所であるのかど
うか。それから、第 1 期施設ではそろそろ経年変化による機械の不具
合が出てくると思うので、その辺をいつも点検しているのかどうか。
もう一つは、事業所は 24 時間動いているのだが、トラブルがあった場
合、本社が休みの時は休日明けに報告との説明だったが、本当の緊急
トラブルの時に休み明けとなるのかどうか、その辺を教えていただき
たいと思う。 

 
○JESCO 
Ａ： 本社の連絡ルートの中にすべて携帯メールが入っているので、休み
の時は事務局から全員に配信され、必要に応じて、本社に集まるなど、
そういう対応を取る。 

   北海道事業所の昨年 11 月 16 日の小型トランス転倒によるトランス
油の漏洩という件については、北九州とは設備が違い、北海道の場合
はトランスに穴を開けたりするためにトラバーサーという、いわゆる
動く歩道みたいなところをトランスが乗っていく。その穴を開けると
ころに行くために 1 回乗り換えるのだが、乗り換えるところの動く歩
道みたいなところの間隔が広く、トランスが小型すぎたので転倒した
ということである。北九州の場合にはそういったものは使っていない
ので、同じトラブルは発生しないと思っている。 
 

○委員長 
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Ｑ： 先ほどの立入りに関する委員のコメントにも関わるのだが、遠心分
離機で分離されない固形分が存在するという説明があった。それに関
して、そういう固形分は系外にきちんと排出されているのか。蓄積し
ないのか。 

 
○JESCO 
Ａ： この遠心分離機はトラブルを起こして約半年間止めたが、実は遠心
分離機で取れないような綿状のようなものを取るためのフィルターが
別にあるので、支障なく半年間操業できたわけである。 

 
○委員長 
Ｑ： 系内にはそのような蓄積物はないので、洗浄液が詰まりやすくなる
状況はないということですね。 

 
○JESCO 
Ａ： はい。ストレーナーがあり、ストレーナーの方で取ることができる。 

 
○委員長 
Ｏ： いずれにしても、トラブルについては、回数の問題ではないかもし
れないが、北九州の場合は回数が非常に少ないということは、客観的
には安全管理のレベルがそれなりに高いということを意味しているの
ではないかと思う。ただし、トラブルがゼロになることが理想である
ことは間違いない。こういう新たな技術を導入する場合には、なかな
かこういうトラブルが 100％は防げないというところで、どれだけト
ラブルの被害を少なくするかということがポイントだと思う。だから、
二重三重に安全策を取るというのが、今回の処理技術に対する対応だ
と思う。 

 
○委員長 
続いて、2 番目の議題である「第 2 期処理施設プラズマ溶融分解設備 2 号
機設置工事の進捗状況」について報告をお願いする。 
 
・〔資料 2〕を日本環境安全事業が説明。 
➢ 第 2 期処理施設プラズマ溶融分解設備 2号機の設置工事については、平成
22 年 4 月に着工して以来、順調に工事を行っている旨、報告された。 

 
○委員 
Ｑ： ただいま工事が順調に行われているとの報告を受け、安心した。主
要機器の据付工事について、2件ほどお尋ねする。 

   1 件目は、施工者が設計図に基づき、正しく工事を施工しているこ
との検査と確認方法はどのような手順で実施しているか。2 件目は、
共同企業体で施工していると思うが、企業間の連携の視点について、
各パーツのお互いの連携のシステムはよいのか。 
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○JESCO 
Ａ： 検査については、このような機器を製作する工場で、製作上の最終

確認を行う。その際、JV、メーカーと一緒に確認を行っている。そし
て、現場に据え付けた後、同じように JV と一緒に据え付けの状況を確
認する。JESCO 社内では監督員という工事の検査を行う担当者を決め、
そのような検査にあたるようにしている。 

   あと、工事の管理面については、現在は新日鉄エンジニアリングを
筆頭に、プラズマ溶融分解設備の主要な部分は神鋼環境ソリューショ
ンで、一緒にやっていただいている。月 1回、JESCO と JV の合同の打
ち合わせをしており、工事の進捗については、毎週関係者が集まって
確認している。 

 
○委員長 
Ｑ： 確認だが、今回の工事は第 2 期処理施設のプラズマ溶融分解設備 2
号機ですよね。ということは、1 号機は改造後、現在順調に動いてい
るということで、よろしいか。 

 
○JESCO 
Ａ： はい。1号機は順調に稼働している。 

 
○委員長 
Ｑ： それで、1 号機の改良したかたちのものを、そのまま 2 号機に適用
しているわけですよね。 

 
○JESCO 
Ａ： 1 号機については、試運転やその後の操業を通じて、一部改造した
ところがあるが、その改造内容については、すべて 2 号機に反映して
いる。 

 
○委員長 
Ｑ： 1 号機と 2 号機で同一ですよね。さらに変えたところはないんです
よね。 

 
○JESCO 
Ａ： はい。 

 
○委員長 
Ｑ： それであれば、1 号機の経験がそのまま 2 号機の安全性に活かされ
ているということですね。 

 
○JESCO 
Ａ： はい。 
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○委員長 
Ｑ： そう理解していいんですよね。そういう意味では、2 号機の試運転

期間をもっと効率的にはできないのか。1 号機の時と同じ期間取って
いるのか。 

 
○JESCO 
Ａ： 基本的には、1 号機の試運転手順と同じ手順で行うつもりである。
PCB を扱っているため、いろいろなステップが必要である。最初は模
擬物で一連の試験を行い、その後、PCB 汚染物の試験を行うことにな
り、何段階も手順が必要であるため、このように時間がかかるという
ことになる。 

 
○委員長 
Ｑ： 1 号機とだいたい同じスケジュールで行うということか。 

 
○JESCO 
Ａ： はい。 

 
○委員長 
続きまして、3番目の議題である「北九州 PCB 廃棄物処理施設の操業状況」
について報告をお願いする。 
 
・〔資料 3-1、3-2〕を日本環境安全事業が説明。〔資料 3-3〕を北九州市が説明。 
➢ 平成 22 年 12 月末現在の受入台数、処理台数等が報告された（資料 3-1）。 
➢ 日本環境安全事業から、環境モニタリング結果について、周辺環境・排出
源ともに、全て環境基準等に適合していた旨、報告された（資料 3－2） 

➢ 北九州市から、平成 21 年度環境モニタリング結果について、周辺環境・
排出源ともに、全て環境基準等に適合していた旨、報告された（資料 3－3） 

 
○委員 
Ｑ： 資料 3-1 の北九州 PCB 廃棄物処理施設の操業状況について、北九州
市内分の 22 年度の受け入れは、トランスは 2台、コンデンサは 36 台
となっている。北九州市内に残っているトランス及びコンデンサはど
のくらいあるのか。どの業者が持っているということぐらいは出した
らどうかということを言ってきたのだが、これで見ると、特に 22 年度
は非常に台数が少ない。ということは、もう終わったのか、それとも
こちらから働きかけても、まだ業者の方からの持ち込みがないのか、
その点も含めてご回答をいただきたい。 

 
○北九州市 
Ａ： 北九州市内分について、平成22年3月末時点の数字でお答えすると、
トランスについては、処理対象台数は 793 台、このうち受け入れたも
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のが 566 台、率でいうと 71％が完了しているということになる。コン
デンサについては、処理対象台数は 3,048 台、このうち受け入れたも
のが 2,387 台、78％が完了しているということになる。これに 22 年度
小計の数字をのせると、先ほどの数字は少し前後するということにな
る。また、その年々で使用中のものが、廃棄物の方に回ってくるとい
うこともあるし、届出していたものが分析をしてみたら実は PCB 含有
ではなかったということもあるため、先ほどの数字は前後する。 

 
○委員長 
Ｏ： 今の件に関して、今後は監視委員会において、そのような報告をい
ただきたい。要するに、市が把握している処理の進捗状況について、
何パーセントというかたちで、データを毎回報告いただきたい。 

 
○北九州市 
Ａ： 処理の進捗状況については、切りのいいところで締めをして、毎年
数字を出しているので、次回は平成 23 年 3 月末時点で報告したいと思
う。 

 
○委員 
Ｄ： 先ほど委員から質問があった件と全く同じだが、今、北橋市長は国
際環境都市など、いろいろときれい事をたくさん申されているが、地
元にこういう処理施設がある中で未処理が数十％残っているというの
は、私は本当に残念に思う。前回の時も私は述べたような気がするが、
そこのところを市は行政の立場で、処理していただくように、なお一
層厳しく指導をお願いしたいと思うし、何となく手ぬるいような感じ
がして仕方がない。そういう気持ちが多分にあるので、どうか市の方
には、この件に関しても、なお一層の指導をよろしくお願いしたいと
思う。 

 
○北九州市 
Ａ： 委員のご指摘はごもっともだと思っている。70～80％までは順調に
処理が進んだが、その後は少し足踏み状態になっている。 

   実際に今どのようなものが足踏み状態にあるのかということで、私
も実際に保管事業者のところへ行き、保管状況や今後の処理をどうさ
れるのかということを聞いてみたりもしている。その中で、今は不況
ということもあり、今年は予算がつかなかったが、来年は必ず処理し
たいという企業や、また新たに PCB 廃棄物が出てきてしまったという
ところもある。また、全体としてはそれほどたくさんの量を持ってい
ないので、トランス・コンデンサと安定器を一括して運び込みたいと
いう希望を持っている保管事業者もいる。 

   それぞれ事情を抱えているところではあるが、法律の処理期限は平
成 28 年 7 月であり、JESCO の処理完了の予定時期は平成 27 年 3 月と
されているので、それに向けて、しっかりと指導していきたいと思っ
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ている。 
   その一環として、市内事業所に対するアンケート調査をしようと、

今準備を進めているところである。これは届出をしている方々のみな
らず、届出をしていない方が PCB 廃棄物を持っていないかということ
で行うものである。このアンケート調査の結果を踏まえ、それぞれの
事業者に対し、的確な指導をしていきたいと考えている。期限内の処
理完了に向けて、頑張っていきたいと考えている。 

 
○委員長 
Ｏ： 期限までには処理を行わなければならないということで、期限より
も前倒しでもっと確実に進めていただきたいというのが先ほどの２人
の委員の要望だと思うので、さらに指導を強化して、促進してほしい
と思う。 

 
○委員 
Ｑ： 市内分について、あと約 20％を処理するのにこれだけ苦労するとい
うことは、他県はこれからもっとひどくなるのではないかなと予測さ
れるが、現在の処理対象エリア各県の進捗状況、把握の状態などを知
りたい。 

 
○北九州市 
Ａ： 平成 22 年 3 月末現在における市外分の各県の進捗状況について、福
岡県については、トランスは処理対象台数 701 台に対して、受け入れ
は 274 台、率は 39％、コンデンサは処理対象台数 5,989 台に対して、
受け入れは 3,865 台、率は 65％である。北九州事業所の対象エリアで
ある福岡県を除く 16 県については、トランスは 345 台、コンデンサは
3,577 台を受け入れたと聞いている。では、処理対象エリア全体でど
れくらいの進捗状況かということだが、大ざっぱな数字であるが、約
20％であったと記憶している。 

 
○委員 
Ｑ： 現在不明なのもかなりあるかもしれないが、どの県にどのくらいの
ものがあるという数字は出てきているのか。 

 
○北九州市 
Ａ： それは出てきており、自治体ごとに把握をしなければならないとい
うことになっている。 

 
○委員 
Ｑ： そこがちょっと心配なので質問したが、それはもうきちんと把握さ
れているのですね。 

   それと、これから処理するのに、建設中の設備ができたらどんどん
処理できると思うが、その時に 1 県ずつ重点的にやっていくのか、そ
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れとも県は関係なくどんどん受け入れていくというかたちを取るのか。 
 
○JESCO 
Ａ： 北九州事業所の対象エリア 17 県の行政機関が集まり、広域調整協議
会をつくっており、そこで重点搬入計画というものをつくっている。
福岡県と沖縄県を除く 15 県について、処理完了の予定時期である平成
26年度までに4巡するようなかたちで、各県を回るようになっている。
これは基本的には少量保管事業場を対象としており、収集運搬の効率
がよいルート回収により集めてくる。また、多量保管事業場について
は、JESCO が個別で対応している。 

 
○委員 
Ｑ： 資料 3-2 の北九州 PCB 廃棄物処理施設の環境モニタリング結果に関
して、6ページの換気（1G6）の表について伺う。ダイオキシン類の値
について、平成 22 年 2 月 9 日は 0.061ng-TEQ/Nm3、平成 22 年 7 月 28
日は 0.0074ng-TEQ/Nm3との結果が出ているが、ここはどう改善したの
か。 

 
○JESCO 
Ａ： 1G6 という排気の系列については活性炭を交換しており、その効果

だと思う。 
 
○委員 
Ｑ： 活性炭の交換は全設備のものか。 

 
○JESCO 
Ａ： 1G6 の系列の排気の活性炭である。 

 
○JESCO 
Ａ： 今調べたところ、活性炭を取り換えたのは平成 22 年 9 月ということ
で、環境モニタリング測定を行った平成 22 年 7 月の後に換えている。
ダイオキシン類の値が 0.061ng-TEQ/Nm3から 0.0074ng-TEQ/Nm3へと改
善されたように数字上はなっているが、PCB の値を見ていただくと、
逆に悪化している。つまり、ダイオキシン類については、コプラナ PCB
というものもあるが、多分に施設周辺の外の空気に影響されるところ
がある。施設外の空気を中に入れて、そのまま出ていくというところ
もあるので、ダイオキシン類については、一概に処理施設のみに起因
するものではないと思っているので、難しいところがある。 

 
○委員 
Ｑ： 試料採取については、問題点はないのですね。 

 
○JESCO 
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Ａ： 問題ないと思う。 
 
○委員長 
Ｑ： 市の環境モニタリングの結果について、確かに環境基準等はすべて

クリアしているのだが、動向はどうか。この施設が操業された後と操
業する前で、いろいろなものの濃度はどう変化しているのか。 

 
○北九州市 
Ａ： 本日はデータを持っていないが、ほとんど変わっていない状況にあ
ると思う。 

 
○委員長 
Ｑ： 洞海湾の水質などは、改善されているわけですよね。この施設と関
係のない環境改善もモニタリングしていることにはならないのか。 

 
○北九州市 
Ａ： 一般環境測定ということで、大気であれば若松観測局、それから洞
海湾でも何点か行っているが、その結果はこの施設だけではなくて、
総合的なものだろうと思っている。詳しいところまで分析したわけで
はないが、総合的にポイントが決まっており、そこで測った結果につ
いては、水についても大気についても、総合的にはあまり増減のない
トレンドであるということである。 

 
○委員長 
Ｏ： 特に増大傾向にはないということでよろしいですね。 

 
○委員長 
続きまして、最後の議題である「その他」について報告をお願いする。 

 
・〔参考資料(2)〕を日本環境安全事業が説明。 
➢ 環境省の「PCB 廃棄物収集・運搬ガイドライン」の改訂にあわせて、「北九
州 PCB 廃棄物処理事業における受入基準」を変更した旨、報告された。 

 
○委員長 
Ｑ： 今回の変更により新たに追加された漏洩機器運搬方法は、処理対象
が現行のものとどう変更になったのか。 

 
○JESCO 
Ａ： 運び込まれたものの処理については、従来と変わらない。第 2 期施
設が操業を開始して、ドラム缶に入ったものを一昨年から受け入れ始
めたが、これと手順自体は変わらない。漏洩物をこの内装容器という
かたちのまま受け入れて、まず容器内の油を抜き取り、洗ったものを
取り出して処理をしていく。従来は寸法がドラム缶に入る大きさのも
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ので、小さなものに限られたものが、もう少し大きなものまで処理で
きるようになったということである。 

 
○委員長 
Ｑ： これを処理するのは、この新たに建設されている設備でなのか、そ
れとも現行の設備なのか。新たな設備で、そのようなサイズにも対応
できるようになるということなのか。 

 
○JESCO 
Ａ： 既に第 2 期施設に特殊解体設備という設備があり、ドラム缶に入る
小さなものだけではなく、もっと大きなものにも対応できる設備がで
きていたわけである。ただし、それがこれまでは運び込めなかったと
いうだけで、設備自体は、現行の第 2 期施設で整備した設備で処理が
できる。 

 
○委員長 
Ｑ： ということは、新たな規模の洗浄解体という作業が発生するという
ことですね。これまでは、設備をその規模では使っていなかったとい
うことですよね。それが、今後は発生すると理解してよろしいですよ
ね。 

 
○JESCO 
Ａ： 手順などは基本的に変わらないのだが、扱っていたものが、小さな
ものから大きなものになるというだけである。 

 
○委員長 
Ｏ： 大きなものになると、結局、重量もかさも大きくなるわけなので、
危険も増すと思う。そのため、スケールが大きくなった分だけの二重
三重の十分な対応をしていただきたい。 

 
○JESCO 
Ａ： 分かりました。 

 
○委員長 
本日の議題は以上である。最後に、議題全般について、質問やご意見は。 

 
○委員 
Ｑ： 前に戻って申し訳ないが、北九州市内の処理済みのトランスは何パ
ーセントと言われたのか。 

 
○北九州市 
Ａ： 市内のトランスは 71％が処理済みである。 
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○委員 
Ｑ： 細かいことを聞いて申し訳ないが、前回の監視委員会で、北九州市

内のトランスは 79％の処理が完了していると報告されたが、数字が減
ったということは新たに出てきたということなのか。 

 
○北九州市 
Ａ： 数字がいろいろ前後している。 

 
○委員 
Ｑ： これからも前後するんですね。 

 
○北九州市 
Ａ： 例えば、現在使用中のものが使用を中止して廃棄物となり届出が出
てくる場合には分母が増えるということで、進捗率が逆に下がるとい
うことになる。 

 
○委員長 
Ｏ： そのやり方では、いたちごっこみたいな話になりかねないので、概
略の数値は、幅でいいので押さえておいていただきたいと思う。 

 
○北九州市 
Ａ： 届出事業者には、「使用を中止して廃棄物となったもの」と「使用中
のもの」の 2 種類の数を届け出ていただいている。法律上の義務とし
て届け出なければならないものは、廃棄物となったもののみである。 

 
○委員 
Ｏ： 監視委員会で報告いただく数字について、どういう状況で報告する
かをきちんと決めれば、数字が前後することはないのではないか。 

 
○北九州市 
Ａ： 市が報告している数字は、届出を基にしたものである。 

 
○委員 
Ｏ： 今後、毎回数字を報告する場合には、ここの基準に達したものだけ
を報告するという規定をきちんと決めれば、そういうふうにぶれなく
てすむのではないか。 
先ほど説明があったように、新たに見つかってしまって分母が大き
くなった時は、数字がこのように変わったと報告していただければい
いと思うが、何の説明もなく数字が下がってしまったら、どうしてな
のかなと思うので、よろしくお願いしたい。 
  

○委員長 
Ｏ： 今の件に関しては、市としては、確定した数字でしか報告できない



 21

ところがあると思うが、やはり計画性を持って事業を推進しなくては
いけないので、ある程度見込みの数値という前提のもとに分母を推定
していただきたい。その中でどれくらいの進捗状況かを、委員や市民
の方々はある程度知りたいところではないかと思うので、そのような
推定作業も必要ではないかと思う。 

 
○JESCO 
Ａ： 前回の監視委員会では、JESCO の方でも進捗率を報告した。それは
JESCO に登録されているものについて、トランスは約 80％処理が済ん
でいると報告したが、JESCO に登録されていないものまではちょっと
分かりかねる。また、微量 PCB 廃棄物という JESCO の対象にならない
ものがある。それらが、市には届け出されているのではないかと思う。 

 
○委員長 
Ｏ： いずれにしても、事業の終了年度までには、確実にすべて処理する
ことが必要だと思う。そのために何を予測していくかという話になる
と思うので、よろしくお願いする。 

 
○委員長 
立入りの感想において質問があった大阪大学の PCB 分離技術について、回
答をお願いする。 
 
○JESCO 
Ａ： 委員から質問のあった大阪大学での研究については、低濃度のもの
を対象として行うと、そして実証的な研究をこれから進めていきたい
という段階にあるということで認識している。そういう意味において、
JESCO における高濃度のものを対象とした事業とは、ちょっと別の体
系になってくるのではないかと思う。いずれにしても、安全性や処理
の確実性など、そういう面での評価がこれから望まれるのではないか
と理解している。 

 
○委員 
Ｑ： JESCO とは関係ないのか。 

 
○JESCO 
Ａ： これは別枠の体系になっている。 

 
○委員長 
Ｑ： 市の方で低濃度 PCB の処理技術の状況や、例えば電力事業者など、
どこの事業者がそういうものを保有しているかについて把握している
か。低濃度の PCB に関しても、実際の社会的な状況や処理の動向ぐら
いは参考に知りたいので、その辺をちょっと紹介していただきたい。 
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○北九州市 
Ａ： 低濃度 PCB についての全体的な技術という話ではないが、微量 PCB
廃棄物については、市内の光和精鉱が環境大臣の認定を得て、今後順
次処理をしていくというかたちになっている。 

 
○委員長 
Ｑ： 処理対象物は何か。 

 
○北九州市 
Ａ： 処理対象物は、許可されたものは油やトランス、コンデンサ、木く
ず・紙くずなどで、大臣認定を得ているところである。 

 
○委員長 
Ｑ： 微量 PCB 廃棄物は、世の中に大量に存在するのか。 

 
○北九州市 
Ａ： 大量に存在する。意図的に PCB を使ったものではなく、非意図的に
PCB が入ってしまったものが微量 PCB 廃棄物である。 

 
○委員長 
Ｏ： 世の中の常識程度で結構なので、ある程度紹介していただきたい。 
 

○北九州市 
Ａ： 焼却技術など、そういうことか。 

 
○委員長 
Ｏ： 処理技術ではなく、存在量や状況についてである。それをどう処理
する方向で動いているのか、環境技術的にはどうかという話である。 
 

○環境省 
Ａ： PCB 廃棄物について、PCB を過去使用中止になる前に使っていたよう
なものが廃棄物となったものは、JESCO で現在処理をしている。もう
一つ、先ほど説明があったように、もともとが ppm オーダーなのだが、
絶縁油の中に非常に微量の PCB が含まれている、そういうものがある。
これは推定としては、通常のトランスやコンデンサでいうと、全国で
120 万台程度である。 

   PCB 廃棄物を処理するためには、都道府県知事等の許可を受ける必
要があるが、PCB の濃度が非常に微量であるということを踏まえ、元々
あった石綿の廃棄物を対象にした国の認定制度に微量の PCB に汚染さ
れた廃電気機器も対象にして、国の認定もしくは都道府県や政令市の
許可のどちらかを受ければ、処理が行えるルートをつくった。それを
つくったのがちょうど 1年少し前、一昨年の 11 月に制度改正した。こ
の国の認定制度を受けて認定を受けられたのが、先ほど北九州市から
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紹介があったように、光和精鉱株式会社というところが北九州市にあ
る。 

   それ以外に昨年 6 月に愛媛県にも国の認定を受けた施設があり、現
時点では全国でこの 2 か所となっている。それ以外に既に申請をして
いるところが 3つほどあり、順次認定を受けて微量 PCB の電気機器や
絶縁油などを処理する施設が出てくることになると思う。このように、
制度的な対応をしているし、現に認定を受けているところもある。 

   それ以外にも、微量の PCB を簡単に測定できる方法はないのかとい
う取組みも行っており、これについても測定方法をマニュアル化する
かたちで、皆さんに周知をさせていただいている。 
以上のように、JESCO での処理対象物ではないが、微量 PCB 汚染廃
電気機器に関しても、いろいろな取組みを行いながら、安全かつ効率
的な処理を進めているという状況である。 
 

○委員長 
ほかに意見がなければ、事務局に進行をお返しする。 
 

○事務局 
  それでは以上をもって第 25 回北九州市 PCB 処理監視委員会を閉会とする。 
 
〔終了〕 


